
リ
コ
ー
ル
が
成
立
〕
々
で
花
田
町

長
に
座
る
日
が
迫
っ
て
い
る
と

傭
じ
込
ん
だ
有
椛
者
の
中
に
は

役
場
職
員
は
勿
論
雀
の
学
校
の

保
母
さ
ん
ま
で
マ
ハ
ス
に
乗
り
遅

れ
ま
い
と
ピ
タ
ピ
タ
と
捺
印
し

た
。
併
し
リ
コ
ー
ル
は
成
立
し

な
か
っ
た
。
青
年
大
会
ま
で
に

は
座
れ
る
と
豪
隠
し
た
こ
と
も

雲
散
霧
消
し
た
。

年
末
こ
そ
と
い
う
大
き
い
望
承

が
花
田
派
の
す
べ
て
に
か
け
ら

れ
た
。

一
方
嵐
の
さ
な
か
に
就
任
し
、

偽
と
剛
し
ら
れ
、
明
智
の
三
日

天
下
か
と
噸
笑
さ
れ
た
津
島
町

長
は
町
政
再
建
に
猪
突
迩
進
し

た
。
陰
謀
術
策
で
延
期
延
期
の

川
倉
小
学
校
は
着
工
と
な
り
、

更
に
同
じ
ケ
ー
ス
の
嘉
瀬
保
育

所
も
一
気
に
清
工
、
或
は
二
十

一
号
、
二
十
二
号
台
風
に
よ
る

農
地
災
害
に
よ
る
復
旧
や
ら
、

蒔
田
小
学
校
の
水
害
に
よ
る
復

ｰーー
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旧
素
全
線
院
の
買
収
等

町
長
六
ヶ
″
の
実
侭
は
更
に
不

鎚
全
の
ど
ん
底
に
落
ち
た
金
木

町
の
財
政
再
建
に
心
根
を
傾
け

た
。
こ
の
こ
と
は
何
故
金
木
町

が
貧
乏
し
た
か
、
・
こ
の
こ
と
を

中
心
に
金
木
だ
よ
り
に
報
告
す

る
時
に
ゆ
ず
っ
て
本
筋
に
戻
り

ま
し
ょ
う
。

昭
和
三
十
四
年
〃
新
し
い
年
が

紙
、
或
は
偽
造
印
鑑
、
同
一
錘

跡
等
た
く
さ
ん
の
新
事
実
や
ら

其
の
他
各
方
面
の
き
上
込
象
等

着
々
資
料
蒐
集
に
全
力
を
注
い

だ
。
事
件
当
初
あ
れ
ほ
ど
大
き
く
と

り
上
げ
た
報
道
機
関
は
、
裁
判

公
判
の
進
行
に
つ
い
て
全
く
ツ

ン
ポ
サ
ジ
キ
に
な
っ
て
唄
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
カ
ナ
リ
ヤ
に
な

っ
た
。

や
っ
て
く
る
と
、
隠
忍
を
続
け

て
来
た
津
島
派
が
、
砿
重
に
慎

重
を
重
ね
て
来
た
偽
造
投
票
用

1

■

可
E

Ｉ
ｉ
Ｊ
ｄ
Ｊ
Ｉ
■
日
日
■
口
■
。
０
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曲

毒
且
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や
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2毎ニーー
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人
調
べ
等
数
え
る
と
三
座
と

異
例
の
回
数
を
も
っ
て
続
け
ら

れ
た
。

或
る
時
は
大
挙
し
て
秋
田
方
面

へ
デ
モ
陳
借
を
行
っ
て
裁
判
促

進
に
気
勢
を
あ
げ
た
こ
と
な
ど

は
殊
更
大
き
く
新
聞
に
書
か
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

慎
重
に
調
査
さ
れ
る
こ
と
は
脛

に
傷
も
つ
身
に
は
痛
い
こ
と
で

あ
る
。

裁
判
の
一
日
も
早
か
ら
ん
と
願

う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り

之
の
決
定
が
長
引
く
こ
と
は
事

件
の
真
相
が
明
る
み
に
出
る
大

き
な
恐
怖
が
あ
っ
た
か
ら
に
外

な
ら
な
い
。

デ
マ
と
宣
伝
は
繰
返
さ
れ
て
各

種
の
機
関
に
浸
透
さ
れ
た
。
或

る
時
は
東
京
で
開
か
れ
た
全
国

町
村
長
会
の
会
場
ま
で
ビ
ラ
戦

術
が
行
わ
れ
、
県
下
各
地
マ
イ

F＝~一一

ク
の
行
脚
は
自
己
一
人
正
し
い

〆

戎
４

金
木
町
長
選
梺
寵
・Ｆｒ■

－
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身
ニ

ム
ケ
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甲
府

凸
争
凸
日
・
〃
も
２
号
８
９

〆この手紙は花田氏の筆跡で左の写真の
投票用紙と花田氏とよく似ています

５
Ｊ
ｑ
弧
０

日

毎

４
凸
ｒ
・
Ｉ

と
堂
の
つ
ま
り
は
カ
ン
・
〈
の
金

を
幹
部
が
物
見
遊
山
で
使
う
一

つ
の
方
法
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

他
力
本
願
を
も
っ
て
事
足
れ
り

と
す
る
政
治
は
強
さ
は
生
れ
な

い
。
他
郡
の
、
他
膿
の
世
論
を
商
め

馳
劃
”
脊
弛
挫
即
弛
輪
壁
啼
錨
一

め
て
も
、
先
ず
自
ら
の
反
省
な

く
し
て
自
治
の
正
し
い
姿
が
ど

こ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

民
主
を
義
社
会
と
い
う
こ
と
を

口
を
開
け
ば
宣
伝
に
織
り
込
む

が
、
町
長
在
職
何
ヶ
年
間
役
場

に
と
っ
た
己
れ
の
行
動
が
民
主

々
義
と
ど
の
位
巨
離
が
あ
っ
た

か
測
定
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
か
、
秘
書
と
称
す
る
者
を
帯

同
し
て
代
騒
士
の
真
似
を
し
て

見
た
り
、
或
る
時
は
不
動
の
姿

勢
（
旧
軍
隊
で
よ
く
行
っ
た
）

を
と
ら
せ
て
抑
意
然
と
し
て
い

る
こ
と
を
反
省
し
た
こ
と
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。

斯
う
し
た
こ
と
は
誓
き
立
て
る

に
あ
ま
り
に
こ
ど
も
じ
み
て
い

る
の
で
実
例
を
列
挙
す
る
こ
と

を
差
控
え
る
が
、
般
近
ま
た
選

挙
事
件
を
と
り
上
げ
、
印
刷
し
一

て
配
る
こ
と
を
剛
い
て
い
る
の

で
、
い
つ
も
黙
っ
て
居
れ
ば
勝

手
気
ま
入
に
書
い
て
居
る
こ
の

種
ビ
ラ
戦
術
に
対
し
、
こ
の
際

金
木
だ
よ
り
の
編
集
子
は
正
し

い
観
点
か
ら
金
木
事
件
の
核
心

に
触
れ
、
県
議
戦
も
間
近
い
今

日
、
本
事
件
の
首
謀
者
で
あ
る

と
断
じ
、
併
も
自
民
党
公
認
候

補
と
決
定
し
た
本
町
出
身
者
を

9
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を
不
正
事
件
と
仰
ぎ
立
て
裁
判

記
録
で
な
い
司
法
警
察
風
の
供

述
祥
を
羅
列
し
て
い
る
が
、
当

時
司
法
警
察
員
が
こ
の
事
件
を

取
扱
う
に
ど
ん
な
手
を
打
っ
た

か
、
司
法
警
察
を
唯
一
の
足
が

上
り
に
行
わ
れ
た
宣
伝
は
、
そ

の
後
一
つ
一
つ
崩
さ
れ
て
今
や

没法
廷
に
於
け
る
各
証
人
、
被
告

の
供
述
は
自
己
に
不
利
と
見
る

や
、
不
起
訴
処
分
を
受
け
た
選

符
長
西
村
啓
次
郎
を
起
訴
す
べ

し
と
議
決
し
た
検
察
審
査
会
を

基
礎
に
ま
た
ま
た
県
蔵
戦
の
妨

害
宣
伝
と
来
て
は
、
あ
く
ま
で

輔
諏
鉦
し
不
鞭
睡
唾
瞬
諦
癖
誕

成
し
、
も
っ
て
全
町
民
に
公
正

な
判
断
を
願
う
こ
と
が
今
後
の

あ
り
方
と
侭
ず
る
。

一

｜
⑩１１１

『
９
－
Ｍ

一
川

一
州

一
ⅢＩＩ

ｌ
州

一
一
Ｍ

一
州

一
Ｗ
↑
ｎ５

Ｉ
ｊ

ご
Ｉ
宮
ｒ

■
Ⅱ
６

－
１

晦
畠

n，『、 I11｢】,11'’111,11 11 1111 1111 11’111111，IY111111.11}'【1
評
冒
言
唐
冒
菖
霞
冒
畠
・
言
ゞ

ｊｌｌｎｌｌｌ４
』
１
ｊ

ｆ
“
Ｉ
ｆＴ
Ｔ
Ｉ
ｆ
ｌ昭

ｂＴ
Ｏ
ｆ
ｌｌ

ｂ
ｐ７屯

、
ｆ

●
■
■
５
１
８
■

毛
日
〃

■
８
６

Ｂ
■
〃ＩｔｌＩ０ｌｌ

ｌ
佃ｆも

－
１
Ｊ11,‘11.《11（11,111"ql‘1ID‘11'‘(I'‘

御成婚{I毎戸記念手拭配付：
‐霊禾而覆塲1：｜記念植樹|Iみんなで／‐

御
二
〕
ニ
ラ
ー
ニ
ロ
ニ
デ
一
言
垂
Ｐ

選
挙
一

(111il1l,11)4I},011'jildlll･II1､III･I1D･11].I1'!11'IIII111､Ijl'111111''1)'I1ltl1l'11)'l1i'll''1)"II1．!1)''l','l,!il'･lllll!Ⅱ'01,‘11A‘llDIl1･Iij11１ I1(11,'11'111'III'I1D｡l1''il'<I1､(11'(l12111 I I

137



り特集乞号
句と

(2ツ

‐

．今 だ‐
空こ

■

G

▽

q

色白●
,1

日

己

4月1日．
自

I,
｜,‐

｜N
II

」1

11
訂D

iI

§
0

1

曇
6

l
b

1

1

f

無定見の前町政可 だ
れ
が
創
っ
た
政
争
の
町

眞
実
軽
か
く
ゞ
し
町
民
燗
す

と｜
I

｜
誕
碓

る
ち
れ
満
さ
が
行
言
執
甘
が
臓
挙
偽
選
善
長
独
町
黒
木
暗
金
は

’
一

町
政
は
終
っ
た
。
役
場
職
員
が

事
務
的
に
ペ
ン
を
動
か
し
て
い

る
の
が
金
木
町
の
現
実
の
姿
と

な
っ
た
。

生
け
る
屍
と
化
し
た
町
長
は
明

日
に
辞
表
を
出
す
か
、
明
後
日

志
と
狭
を
別
つ
の
悲
劇
を
生
ん
一
騒
ぎ
だ
け
が
町
の
仕
事
に
な
つ
一

だ
。
捨
て
ば
ち
町
政
麓
議
会
蝿
一
た
。
旧
喜
良
市
村
旧
嘉
瀬
村
一

散
に
発
展
し
て
つ
い
に
一
切
の
一
一
が
離
町
を
宣
言
し
た
の
も
こ
の
一

流
れ
た
。

新
し
い
議
会
の
改
選
と
共
に
そ

れ
は
更
に
深
く
、
強
く
町
の
殿

堂
を
ゆ
す
っ
た
。

与
党
が
絶
対
多
数
と
い
う
そ
の

上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
《
た
理
事
者

の
無
定
見
は
つ
い
に
暴
力
溌
会

の
名
を
天
下
蝉
さ
ら
し
た
。

助
役
、
収
入
役
の
な
い
無
軌
道

町
政
が
続
い
た
。

町
長
は
こ
の
変
則
を
餓
会
に
転

嫁
し
て
吾
れ
自
ら
を
尊
し
と
し

た
。
町
政
は
日
々
退
歩
あ
る
の

象
だ
っ
た
。

巧
言
令
色
少
し
仁
は
一
・
年
有
余

に
し
て
与
党
磯
員
を
失
い
、
同

合
併
し
た
新
金
木
町
は
地
理
的
に
そ
の
職
を
去
る
か
、
た
だ
そ

に
見
て
へ
県
下
合
併
町
村
の
う
れ
だ
け
が
町
の
話
題
と
な
っ
た

ち
で
最
も
理
想
的
な
姿
の
一
つ
併
し
人
に
は
各
点
希
望
が
あ
る

で
あ
っ
た
が
、
町
長
選
挙
を
機
た
と
え
、
生
け
る
屍
と
錐
ど
、

に
政
争
の
渦
は
高
く
、
激
し
く
夢
よ
今
一
度
．
再
起
の
願
い
は

８
〃
１
７
・
Ｏ
Ｉ
Ｉ
’
’
８
１
６
６
１
１
１
９
１
１
１
６
９
１
０
１
５
℃
８
０
．
ｊ
ｌ
ｏ
１
ｊ
１
，
’
１
１
１
１
８
１
６

事
異
動
と
な
り
四
月
一
日
付
を

も
っ
て
発
令
さ
れ
、
そ
の
主
な

る
も
の
次
の
通
り
。

蹄
唖
筆
韓
睡
榧
唾
勧
却
睡
輝
醒

当
町
は
財
政
再
建
団
体
と
し
て

の
適
用
を
う
け
て
よ
り
、
経
蜜

節
約
と
能
率
の
合
理
化
を
は
か

る
た
め
、
は
や
く
か
ら
役
場
機

構
の
改
正
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た

が
、
去
る
三
月
二
十
日
の
定
例

町
醸
会
に
お
い
て
次
の
通
り
機

構
改
正
が
決
譲
さ
れ
た
。
ま
ず

国
民
錘
康
保
険
の
実
施
に
伴
い

保
険
課
の
新
設
を
見
、
従
来
の

調
査
室
は
廃
止
と
な
り
、
農
林

商
工
課
と
建
築
課
を
統
合
し
て

産
業
課
と
し
、
社
会
福
祉
課
を

厚
生
課
と
改
称
し
た
。

伝
家
の
宝
刀
、
巧
言
令
色
が
残

さ
れ
て
い
る
。

町
内
有
識
者
は
己
に
あ
る
見
切

一
は
つ
け
て
あ
る
も
の
の
弱
き
に

一
同
梢
す
る
日
本
人
の
、
殊
に
女

一
性
の
涙
を
得
れ
ば
、
望
承
な
き

に
非
ず
で
あ
る
。
新
し
い
活
路

を
見
出
し
て
現
職
の
事
前
運
動

は
日
々
つ
づ
け
ら
れ
た
。
町
の

仕
事
（
学
校
建
設
、
保
育
所
建

設
）
は
事
毎
に
町
民
大
多
数
と

い
う
名
目
の
も
と
に
反
対
運
動

が
お
こ
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
議

一
会
と
相
対
立
し
た
。
理
事
者
が

一
燕
雫
詑
嶬
罐
雅
率
畷
社
狂
輌
程

が
離
町
を
宣
言
し
た
の
も
こ
の
一
癖
鋤
硅
錐
穏
諏
蝿
蜘
郵
錐
諦
署

頃
で
あ
る
。

併
し
良
薬
は
口
に
苦
が
し
で
、
の
こ
と
で
金
木
署
に
参
り
川
倉

甘
い
言
莱
は
常
識
を
超
え
て
夢
『
方
面
で
津
島
派
が
投
票
用
紙
に

中
に
な
る
町
民
の
多
く
は
金
木
壱
票
参
百
円
添
え
て
や
っ
た
の

町
の
真
実
を
掴
む
機
会
の
な
い
が
捕
っ
た
の
で
、
町
選
管
と
警

人
な
で
あ
っ
た
。

一
察
と
話
合
い
そ
の
結
論
が
つ
か

大
巾
な
人
事
異
動

そ
の
こ
と
が
議
一

庁
内
配
置
も
一
部
変
更

総
務
課
長
西
沢
小
市
郎
（
社
会

福
祉
課
長
）
、
保
険
課
長
小
野

四
郎
（
総
務
課
長
）
《
厚
生
課

長
鳴
海
武
雄
（
嘉
瀬
支
所
長
）

産
業
課
長
（
兼
務
）
、
木
立
民

五
郎
（
助
役
）
、
税
務
課
長
（

兼
務
）
、
高
橋
慎
一
郎
（
評
価

員
）
、
嘉
瀬
支
所
長
小
山
内

繁
四
郎
（
教
育
委
員
会
）
、
教

育
委
員
会
出
向
野
宮
正
三
（
総

務
課
次
長
）
、
行
政
係
長
田
中

長
右
エ
門
（
庶
務
係
長
）
、
収

入
役
代
理
伊
丸
岡
貢
（
会
計
係

長
）
、
産
業
課
次
長
兼
土
木
建

築
係
長
白
川
常
一
（
建
設
課
長

）
、
徴
収
係
長
白
川
重
一
（
賦

課
係
長
）
、
賦
課
係
長
須
藤
由

美
（
財
政
係
〉
、
経
済
係
長
山

中
徳
一
（
墨
村
商
工
係
長
）
、

政
治
は
力
で
あ
る
と
カ
ッ
パ
し

た
原
敬
で
な
い
が
、
力
な
き
政

治
は
暗
い
、
無
力
な
者
が
乞
う

同
傭
だ
け
に
生
き
た
金
木
町
の

町
政
は
暗
黒
に
う
ご
め
く
亡
者

の
念
仏
誌
だ
っ
た
。

だ
が
、
時
は
解
決
し
た
。
議
会

解
散
の
暴
挙
は
法
が
こ
れ
を
裁

き
、
居
た
た
ま
ら
な
い
ま
ま
に

去
っ
た
町
長
の
座
は
ぬ
き
打
ち

的
に
去
っ
た
ば
か
り
の
花
田
氏

と
、
同
志
多
数
に
推
さ
れ
て
重

い
腰
を
上
げ
た
潭
島
英
治
氏
に

よ
っ
て
火
蓋
が
切
ら
れ
た
。

各
候
補
勝
手
気
ま
巽
な
論
戦
は

街
頭
に
集
会
所
に
有
権
者
町
民

の
判
断
を
と
も
す
れ
ば
迷
わ
せ

る
言
辞
が
デ
マ
と
な
っ
て
乱
れ

飛
ん
だ
。

こ
奥
に
注
目
す
べ
き
は
、
四
月

十
八
日
午
後
五
時
過
ぎ
嘉
瀬
劇

場
で
行
っ
た
演
説
会
で
、
花
田

候
補
の
「
明
日
の
町
長
選
挙
は

畦

i

I
I
I
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一
の
概
要
を
述
べ
て
み
よ
う
」

｜
△
町
長
挨
拶
と
提
案
理
由
説
明

戸
籍
係
長
野
崎
昌
一
（
社
会
福

祉
次
長
）
、
厚
生
衛
生
係
長
中

谷
専
之
助
（
社
会
福
祉
係
長
）

総
務
課
行
政
係
角
田
三
治
雄
（

農
村
商
工
係
）
同
山
中
芳
市
（

税
務
係
）
、
同
財
政
係
田
中
要

造
（
賦
課
係
）
、
同
山
田
篤
之

（
庶
務
係
）
、
税
務
課
賦
課
係

伊
丸
岡
兼
雄
（
国
保
）
、
同
白

川
律
臣
（
徴
収
係
）
、
同
徴
収

係
成
田
勉
（
新
規
採
用
）
、
産

業
課
経
済
係
工
藤
栄
（
農
案
委

員
会
）
、
同
経
済
係
三
上
武
男

（
農
林
商
工
課
長
）
、
保
険
課

保
険
係
大
橋
隆
治
（
農
村
商
工

係
）
、
同
桑
田
哲
男
（
賦
課
係

）
、
同
鳴
海
登
志
雄
（
蔵
会
事

務
局
）
同
小
山
内
繁
（
新
規
）

議
会
事
務
局
伊
藤
柾
雄
（
庶
務

係
）
、
休
職
岩
村
粂
太
郎
、
同

今
幸
八
郎
、
退
職
山
中
勝
雄
、

同
野
呂
儀
兵
衛
、
同
古
川
喜
七

同
今
金
蔵
、
同
小
山
内
節
子
、

同
西
村
ト
キ
ヱ
。

な
い
ま
些
諸
君
が
待
っ
て
い
る

と
思
っ
た
の
で
只
今
会
甥
に
遅

れ
て
到
藩
し
た
云
々
」
と
、
し

か
も
こ
の
こ
と
は
花
田
派
の
弁

士
が
金
木
町
昭
和
町
で
こ
れ
に

類
し
た
こ
と
を
街
頭
で
同
日
の

昼
行
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
又
同

運
動
員
の
一
人
工
藤
林
蔵
が
嘉

獺
東
町
で
花
田
が
勝
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
だ
●
か
ら
と
い
う

こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

聴
衆
の
中
に
津
島
派
の
者
が
居

っ
た
の
で
、
直
ち
に
津
島
候
補

の
事
務
所
に
鬮
話
で
問
い
合
せ

た
ら
大
橋
町
議
が
剛
て
、
す
ぐ

警
察
に
事
の
真
偽
を
砿
め
た
ら

全
然
そ
の
様
な
こ
と
も
な
く
、

違
反
等
で
つ
か
ま
っ
た
者
も
な

か
っ
た
。
津
島
派
は
笑
っ
て
も

済
ま
さ
れ
な
い
問
題
と
し
て
事

実
無
根
を
ガ
リ
版
で
刷
り
号
外

「
第
十
五
回
定
例
議
会
は
さ
る

三
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で

の
一
週
間
に
わ
た
っ
て
、
昭
和

三
十
四
年
度
予
算
案
外
十
七
件

の
議
案
を
審
議
し
た
結
果
、
全

案
件
は
原
案
通
り
可
決
に
な
っ

た
が
、
町
長
の
挨
拶
な
ら
び
に

昭
和
三
十
四
年
度
予
算
そ
の
他

口
第
帽
回
定
例
議
会
津
島
町
長
挨
拶

’－

を
ま
い
た
が
、
投
票
前
夜
の
ド

サ
ク
サ
を
利
用
し
た
悪
く
ど
い

宣
伝
と
い
う
よ
り
今
日
に
な
っ

て
見
れ
ば
、
自
ら
の
計
画
を
パ

ク
ロ
し
た
と
云
っ
て
も
過
言
で

な
か
ろ
う
。

尚
、
こ
上
に
町
長
選
挙
前
夜
の

嫌
相
を
参
考
ま
で
に
御
披
醗
致

し
ま
し
ょ
う
。

①
花
田
候
補
の
事
務
所
か
ら
〆

ン
ボ
ー
ル
箱
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ

ク
が
公
然
と
出
て
各
部
落
に
走

り
廻
り
、
ハ
イ
ヤ
ー
ま
た
然
り

津
島
派
の
運
動
員
を
奔
弄
し
て

い
た
。

箱
の
中
は
恐
ら
く
空
で
し
ょ
う

が
。
津
島
派
の
ハ
イ
ヤ
ー
が
走

れ
ば
、
そ
の
後
を
花
田
派
の
ハ

イ
ヤ
ー
が
追
っ
た
り
、
何
か
気

狂
い
じ
ゑ
た
ハ
イ
ヤ
ー
の
走
り

廻
り
が
午
前
二
時
頃
ま
で
続
い

本
日
第
十
五
回
定
例
町
議
会
を

招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

議
員
各
位
に
は
御
多
忙
中
多
数

御
出
席
下
さ
れ
、
衷
心
よ
り
感

謝
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す

さ
て
本
年
度
最
後
の
議
会
に
あ

た
り
、
過
去
一
ヶ
年
の
町
政
の

あ
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
る
に

全
く
多
事
多
難
の
一
語
に
つ
ぎ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
が

町
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
早
や

十
一
ヶ
月
の
歳
月
が
流
れ
、
こ

の
間
塵
員
各
位
に
は
蔭
に
陽
に

格
別
の
御
力
添
え
と
助
言
を
頂

き
ま
し
て
、
大
過
な
く
町
政
を

執
行
得
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
は
、
心
か
ら
感
謝
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
私
が
町
長
選

に
の
ぞ
象
、
特
に
口
約
い
た
し

ま
し
た
派
閥
の
解
消
と
、
財
政

の
砿
立
を
さ
け
び
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
日
夜
努
力
を
い
た
し

人
の
和
を
求
め
て
、
機
会
あ
る

ご
と
に
申
上
げ
て
ま
い
り
、
今

曙
光
を
見
ら
れ
る
段
階
に
至
っ

て
い
る
も
の
と
深
く
痛
感
す
る

の
で
あ
り
ま
す
。

人
の
問
題
は
と
か
く
感
情
と
理

念
で
左
右
さ
れ
易
い
と
こ
ろ
が

多
し
の
で
、
一
朝
に
し
て
こ
れ

も
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

こ
の
方
面
を
第
一
義
的
に
考
慮

し
、
町
政
を
執
行
し
て
参
り
た

い
所
存
で
あ
り
ま
す
》暇

・I

I
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た
。
②
午
後
十
二
時
頃
選
瀞
那
務
長

（
川
倉
出
身
）
が
自
宅
に
ハ
イ

ヤ
Ｉ
で
帰
っ
た
の
を
津
島
派
の

町
醸
に
見
つ
か
っ
て
何
故
今
頃

ま
で
事
務
を
や
っ
て
居
っ
た
か

と
問
い
詰
め
ら
れ
、
多
く
の
不

審
な
挙
動
が
あ
っ
た
。

③
選
挙
管
理
委
員
は
津
恥
派
一

名
多
い
と
い
う
の
で
、
い
か
に

も
選
管
が
好
き
勝
手
の
振
舞
い

と
世
間
に
思
わ
せ
て
い
る
が
、

事
実
は
事
務
局
職
員
が
仕
事
を

握
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
こ
の

時
も
職
員
は
全
部
花
田
派
が
占

め
て
、
し
か
も
委
員
会
で
職
員

を
交
替
さ
せ
よ
う
と
じ
た
が
頑

と
し
て
応
じ
な
か
っ
た
。
か
く

し
て
四
月
十
九
日
を
迎
え
、
か

つ
て
な
い
事
件
が
惹
起
し
た
の

で
あ
る
。

睡
誹
幟
》
》
唖
晒
》
》
紗
唾
密
一
癖
》
》
癖
》
誕
誕
電
鑑
蝿
吐
誕

す
の
で
、
再
建
計
画
と
併
行
し
算
措
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
、
当
汀
Ｄ
風
、
』
｜
Ｄ
踏
勺
恩
侭
一
状
況
に
至
り
、
こ
れ
が
た
め
一

す
の
で
、
再
建
計
画
と
併
行
し

て
、
当
町
の
興
亡
の
鍵
的
要
素

と
考
え
ま
し
た
の
で
、
本
年
は

特
に
町
税
の
滞
納
を
一
掃
し
、

財
政
状
況
を
好
転
せ
し
め
る
滝
」

と
が
目
下
の
急
務
で
あ
る
と
痛

感
し
、
さ
る
年
末
よ
り
徴
税
対

策
本
部
を
設
け
、
税
務
課
に
人

四
阿

中
柏
木
原
田
安
左
エ
門
新
誠

町
秋
元
惣
之
進
上
力
治
町
平

井
繁
太
郎
下
力
治
町
山
中
福

治
新
提
町
神
島
専
造
上
古

町
鎌
田
清
下
古
町
鳴
海
武
太

郎
後
町
小
山
内
繁
四
郎
畑

中
成
田
善
蔵
冷
水
山
中
清
市

車
町
阿
部
定
平
上
昭
和
町
櫛

う月，３く
三
日
四
日
六
日
七
日
十
日 嘉

瀬
行
政
協
力
委
員

あ
し
あ
と

組
合
病
院
議
会

議
員
全
員
協
議
会

農
業
委
員
会

行
政
協
力
委
員

農
林
商
工
委
員
会

且
言
匡
舅
匡
晨
冨
匡
昌
毎
崖
言
舅
皇
唇
言
旨
昌
一
冒
昌
三
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l
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月 湧
溌
誕
鱸
籟
堯
鶏

と
り
、
徴
収
率
の
向
上
を
期
し

遂
次
そ
の
成
績
も
上
昇
し
て
参

一
鋤
畦
紳
雄
吋
か
砺
詫
唖
翔
癖
唾

あ
り
ま
す
が
．
な
お
出
納
閉
鎖

期
の
五
月
末
日
ま
で
に
こ
の
手

を
ゆ
る
め
る
こ
と
な
く
続
行
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
三
十
三
年
度
は
、
全
般
的

に
眺
め
て
例
年
に
比
し
、
建
設

事
業
が
極
め
て
多
く
、
即
ち
、

嘉
瀬
保
育
所
、
川
倉
小
学
校
建

築
及
び
、
畑
話
架
設
》
嘉
瀬
小

学
校
墹
築
、
道
路
の
補
修
及
び

舗
装
、
嘉
瀬
支
所
新
築
、
大
東

ヶ
丘
林
道
事
業
貯
水
梢
新
設
、

加
う
る
に
台
風
二
十
一
号
及
び

二
十
二
号
に
よ
る
蒔
田
小
学
校

災
害
復
旧
、
各
河
川
、
水
路
、

農
地
災
害
復
旧
事
業
及
び
、
風

水
害
対
策
費
の
諸
事
業
、
青
年

大
会
の
開
催
金
木
病
院
の
閲

収
に
よ
る
設
立
費
等
単
年
庇
に

お
い
て
は
、
町
の
行
財
政
状
況

か
ら
し
て
、
過
大
の
感
が
な
い

わ
け
で
も
な
・
い
が
、
当
初
の
計

状
況
に
至
り
、
こ
れ
が
た
め
一

般
財
源
を
極
度
に
圧
迫
し
て
い

る
の
は
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、

醸
員
各
位
の
御
意
見
と
御
叱
正

を
頂
き
、
そ
の
殆
ん
ど
が
執
行

し
得
ま
し
た
こ
と
を
御
報
告
申

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

引
藤
之
助
下
昭
和
町
山
中
武

太
郎
本
町
浜
田
勝
衛
下
派

立
秋
村
米
太
郎
中
昨
立
豊

島
正
一
上
派
立
泉
谷
道
則

新
町
木
下
留
太
郎
上
小
栗
崎

小
扱
竹
三
郎
下
小
栗
崎
鎌
田

孫
蔵
東
町
小
山
内
直
八

十
四
日
よ
り定
例
町
議
会

二
十
日
ま
で

二
十
五
日
嘉
瀬
財
産
区
議
会

二
十
六
日
喜
良
市
財
産
区
議

会

二
十
七
日
議
員
全
員
協
醸
会

保
育
所
運
営
協
議

会

一
〃
日
発
令

二

十
ヨI八

国
民
雌
康
保
険
運
営
委
員
は
四

▲
保
険
医
安
田
正
男
、
阿
保

吉
川
ツ
ル
、
秋
谷
潜
逸

▲
学
識
経
験
者
花
田
柾
義
、

角
田
正
男
、
藤
元
唯
広
、
中
村

月
一
日
左
の
通
り
任
命
さ
れ
た

美
智
男

▲
被
保
険
者
外
崎
初
三
郎
へ

9●
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呂
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国
保
運
営
委

一
日
に
任
命

ら
ハ
【
回

お 知らせ 寺i
△子のため孫のためみんな揃って木を植えまし；
よう ☆部分林組合‘ミ

ｊ
ｊ
ｊ
二
１
１
；
１
・

処
郵
委
貝
会
一

選
挙
轡
理
委
員
会
一

順
鵬
欝
鮮
霊
市
、

■
ｐ
ｂ
〃
価
’

一

今
兵
市
、
西
村
安
次
郎
、
泉
谷
一

柾
義

一

Ｄ
・
Ｐ
・
④
や
ｊ
巳
已
冒
む
ち
：
″
■
Ｂ
Ｅ
凸
早
か
Ｑ
ロ
〃
ロ
も
ざ
町
も
画
■
。
●
も
“
曲
Ｐ

罐
自
衛
官
募
集

陸

一

▲
年
令
十
八
歳
↓
二
十
五
歳

未
満

▲
受
付
四
月
十
五
日
ま
で

一
▲
試
験
四
月
一
．
一
十
六
日
よ
り

五
月
十
日
ま
で

▲
俸
給
約
六
千
二
百
円
（
二

士
）

（
ほ
か
各
手
当
、
衣
服
支
給
）

く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
課
自
衛

隊
係
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

：△農地の移動は先づ農業委員会へ・
ミ耕地を転用する人はすぐ農業委員会へ
§申請して下さい知らないで転用して罰則に問き
きわれないように’ 農業委員会；
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